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炭

坑

絵

馬

の

「請

元

、
北

島

恵

助

」
に
関

す

る
資

料細

川

章

多

久

市

は
歴

史

的

に

も

石

炭

と

深

い

因
縁

を
も

っ

て

い

て
、

多

く

の
石

炭

資

料

が

残

さ
れ

て

い

ま

す
。

明

治

期

の
資

料

と

し

て

は
、

高

取

伊

好

氏

の

実

兄

に

当

る

横

尾

庸

夫

氏

の
柚

木

原

・
赤

坂

口
炭

坑

の
も

の
、

副

島

哲

吾

氏

の

麻

畑
坑

、

稗

田
麟

蔵
氏

の
狩

谷
山

・
大

副

山
坑

、

安

倍

宗

五
郎

氏

の
峠

坑

、

資

金

調

達

の
為

替

人

と

し

て

蒲

原

政

標

・
瀬

田
秀

昌

氏

ら

の
文

書

が

あ
り

ま

す

。

ま

た
旧

多
久

領

主

の
記

録

文

書

の
中

に

は

、

御

屋

形

日

記

を

は

じ

め
と

す

る

日
記

類

・
御

小
物

成

役

所

控

・
御

手

当

帳

・
刑

罰

帳

に
石

炭

採

掘

に

関

す

る

記

録

が

出

て
居

り

ま

す

。

御

小

物

成

控

に

は

、

天

明

八
年

十

二
月

に
既

に

四

下

部

落

(
戦

后

の
石

炭

ブ

ー

ム

の
頃

、

こ

の
部

落

は

お

地

蔵

さ
ん

と

観

音

さ

ん

以

外

は
全

員

石
炭

を

堀

っ

た

と

云

わ

れ

て
居

り

ま

す

)

で
西

岡

八
郎

兵

衛

と

い
う

人

が

採

堀

を

や

っ

て
居

り

、

文

化

八
年

十

一
月

に

な

り

ま

す

と

、

多

久

領

の
産

出

炭

が

三

池

炭

に
押

さ

れ

て
、

売

上

げ

が

香

ん
ば

し

く

な

い
と

訴

え

が

提

出

さ

れ

て
参

り

ま

す

。

「
御

屋

形

日

記

」
に

由

り

ま

す

な

ら

、

年

代

は

も

っ
と

遡

れ

る
筈

と

思

わ

れ

ま

す
。

「
刑

罰

帳

」

・
「
御

手

当

帳

」
に

は

石

炭

に
関

る

さ

ま
ざ

ま

な

罪

科

が

申

渡

さ

れ

て
居

り

ま

す

。

ま

た
、

直

接

関

り

無

い
内

容

で

あ
り

乍

ら

、
微

妙

に
石

炭

に

投

影

し

て
来

る

も

の
も

幾

つ
か

あ
り

ま

し

た

。

例

え
ば

、

曽

っ

て
杵

島

郡

北

方

郷

の

大
崎

八

幡

宮

に
慶

応

元
年

二

八

六

五

年

)

奉

納

さ

れ

た

「
炭

坑

絵

馬

」
の
請

元

、
北

島

恵

助

、

稗

田
麟

蔵

の

う

ち

、

稗

田

麟

蔵

は

よ

く
知

ら

れ

て
居

り

ま

す

の

に
、

北

島

恵

助

に

つ

い
て

は
全

く

分

っ
て

い
な

い
よ
う
で
す
が
、
同
姓
同
名
の
人
物
が
刑
罰
帳
に
二
回
出
て
き
ま
す
。

初
出
は
天
保
十
四
年

(
一
八
四
三
年
)
卯
八
月
廿
九
日
に
酒

の
不
正
売
渡
し
で

閉
戸
と
科
銀
三
枚
の
申
渡
し
を
受
け
て
居
り
、
原
文
を
引
用
す
る
と
次
の
通
り

で
す
。

「

仰

渡

其
方
儀
、
先
般
酒
屋
方
厳
重
之
御
法
を
も
被
相
立
置
候
処
、
御
法
之
次
第
も
不

相
用
、
殊
更
蒲
酒
を
弐
割
明
し
こ
も
相
当
リ
候
様

二
〆
百
文
酒

二
致
売
方
、
人

を
掠
利
潤
を
取
、
近
来
昇
進
ホ
被
仰
付
候

ハ
、
自
余
之
手
本
共
可
相
成
筈
之
処

無
其
儀
、
剰
不

一
人
之
下
目
附
役
目
を
も
不
相
蝉
、
甚
不
埒
之
致
取
斗
、
以
之

外
不
宜
も
の
二
候
、
依
之
屹
度
御
手
〆
を
も
可
被
仰
付
筈
之
処
、
此
節
御
祝
柄

二
被
相
対
御
宥
免
を
以
閉
戸
被
仰
付
、
御
手
当
中
商
売
被
差
留
、
其
上
科
銀
三

枚
被
相
懸
も
の
也
、

天
保
十
四
年
卯
八
月
廿
九
日

」

こ
こ
で
は
酒
屋
商
売
を
し
て
い
た
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
し
よ
う
。

も
う

一
つ
は
密
通
に
よ
り
弘
化
三
年

(
一
八
四
六
年
)
午
九
月
十
三
日
に
五
郡

追
放
に
処
せ
ら
れ
、
追
書
に
よ
れ
ば
嘉
永
二
年

二

八
四
九
年
)
領
主
の
婚
儀

に
ょ
り
刑
を
許
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
分
が
御
歩
行
と
あ
る
の
も
注
意
し
て
よ
い

と
思
い
ま
す
。
原
文
は
次
の
通
り
で
す
。



「

仰

渡

(後
筆
)

「

帰
住

御

歩

行

嘉
永
元
申
十
二
月
十
八
日

北

島

恵

助

遅
春
院
様
七
年
御
忌

二
付
、
神
崎

・
藤
崎
二
郡
被
差
免
候

嘉
永

二
酉
九
月
晦
日

御
前
御
婚
姻
御
祝
二
付
、
御
私
領
之
外
被
差
免
候
事

」

(滋
虎
)

其
方
儀
、
昌
福
寺
相
続
向
之
世
話
相
頼
候

二
付
、
年
来
出
入
懇
二
相
成
候
末
、

同
寺
後
家
と
令
密
通
、
背
御
太
法
、
言
語
道
断
不
届
至
極
候
、
依
之
神
崎

・
佐

嘉

・
小
城

・
杵
嶋

・
藤
津
五
郡
被
相
障
者
也

弘
化
三
年
午
九
月
十
三
日

」

此
の
史
料
の
前
に
は
密
通
の
相
手
方
の
昌
福
寺
後
家

へ
の
刑
罰
が
次
の
如
く

出
て
い
ま
す
。

「

仰

渡

昌
福
寺
後
家

(後
筆
)

た

み

「
嘉
永
元
申
十
二
月
十
八
日

遅
春
院
様
七
年
御
忌

二
付
、
神
崎

・
松
浦
二
郡
被
差
免
候

嘉
永

二
酉
九
月
卅

日

御
前
御
婚
姻
御
祝

二
付
御
私
領
之
外
被
差
免
候
事

」

其
方
儀
西
岡
麟
左
衛
門
ヒ
官
森
忠
蔵
娘
相
果
候
節
縁
類

二
而
も
無
之
処
、
為
忌

問
同
人
次
男
森
藤
次
郎
相
舫
茶
講
差
送
、
且
又
御
歩
行
北
島
恵
助

へ
寺
相
続
向

之
世

話

相

頼

候

二
付

、

兼

而

致

出

入

懇

意

之

末

、

後

家

之

身

分

と

し

て
操

を
令

失
脚

致

密

通

、

彼

是

背

御

太

法

を

、

言

語

道

断

不
届

至

極

候

、

依

之

神

崎

・
佐

嘉

・
小

城

・
杵

島

・
松

浦

五

郡
被

相

障

者

也

弘

化

三
年

九

月

十

三

日

」

こ

の

二

つ

の
北

島

恵

助

に
関

す

る
史

料

で
、

こ
れ

ら

が

同

一
人

物

か
ど

う

か

は

さ

て
お

い

て
、

ど
ち

ら

か

(
或

は

ど

ち

ら

も

)

が
炭

坑

絵

馬

の
北

島

恵

助

で

あ

る

と

す

る

と

、

大

変

興

味

の

あ

る

問

題

で
す

。

若

し
何

か

の
機

会

に
確

証

が

得

ら

れ

る

こ
と

が

あ

っ
た
ら

、

こ

の

一
見

何

の
脈

絡

も

無

い

か
に

思

わ

れ

る
記

録

が

、

炭

坑

資

料

に

な

っ
て

し

ま
う

の

で

す

。

慶

応

元

年

の
請

元

北

島

恵

助

の

二
〇

年

前

の
生

活

の

一
断

面

を

物

語

る

か

ら

で

す

。

心

を

傾

け

て
文

書

に

接

し

て

い
る

と

、

こ
ん

な

疑

問

が
幾

つ
も

出

て
来

る

よ

う

で
す

。


